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現在の日本では5.5組に1組の夫婦が実際に不妊の検査や治療を受けています。また、
この数は年々増えているといわれ、今や不妊症は我が国の国民病といっても過言ではあ
りません。しかし、不妊症の検査・治療にはさまざまな障害があり、これらの障害を克服
していく必要性に迫られています。
幸いなことに、経済的な負担は不妊症診療の保険適用により改善が期待できます。ま
た、保険適用に伴う啓発活動などにより、適切な情報の普及も期待されています。しかし
ながら、体外受精の治療周期あたりの妊娠率は成績が良好な30歳以下においても30％
未満であり、現在の治療技術をもっても治療が困難な不妊症が未だ数多く存在します。
また、これらの不妊症については一般向けの情報が少なく、専門家以外が体系立てて情
報を得ることが困難でした。
この情報の壁を乗り越えるべく、本冊子では治療が難しいさまざまな不妊症に対する
最先端の検査・治療技術について体系的に整理して、現時点での情報を専門家以外向け
にコンパクトにまとめました。なお、不妊症については研究も日進月歩のため、実際の
検査・治療にあたっては改めて担当医からの説明を受けていただければと存じます。
子どもをほしいと願う人が、前向きに検査・治療に取り組めるためにこの冊子をお役
立ていただければ幸甚です。
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